
 隠岐諸島周辺海域は12℃前後で、先月より4℃
低下しました。 ・島根沖冷水の沿岸への張り出し：島根沖冷水が隠岐西方に接岸しています。 

・沖合の対馬暖流：対馬暖流の主流は、島根沖から隠岐西方で北上し、隠岐諸島の北

方を沖合に向かって流れています。 

 鳥取県沖と隠岐周辺海域は12℃前後で先月より6℃低下
し、沿岸部では平年より1℃低め、沖合では平年並です。 

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ（鳥取県水産試験場で検索してくだ 

 さい）に詳しく掲載しています、ぜひご利用ください。  

掲載期間 2月下旬 
       ～3月中旬 

第162号 平成27年2月版 

 鳥取県沖と隠岐周辺海域は12℃前後で先月より6℃低下し、
沿岸部および隠岐周辺では平年並です。 

２月中旬 11.2℃ 
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成２６年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

隠岐北方海域は2℃前後でした。 

平年並み 

（電話：0858-34-3321） 

  

                  
  
                
  

  
                  
  

鳥取沿岸の水温 
鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 
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表面 

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 

                                      電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  

  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

取締役会長 相田  仁  

〒684-0006  鳥取県境港市栄町65番地 
TEL 0859-44-7171（代）  FAX 0859-42-6530  

                
  

                  

  

  

                  

                  
  

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

  

                  
  

  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  

                
  

                  

  
                  

                  

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

  

                  
  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                  
  

                
                  

  

  

                  

                  
    

                  
  

  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                  
  

                
                  

  
                                

試験船による海洋観測結果（2月上旬） 
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水産試験場 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

沿岸潮流観測ブイによる観測結果について 

潮流観測ブイによる観測結果(2014年1～10月） 

○御崎・酒津沖沿岸潮流観測ブイと、浦富定置に設置
した記録型潮流計により、昨年の台風通過時に最大で
２ノット以上の流れを記録しました。 

○このような強い流れは急潮（きゅうちょう）と呼ばれ、急潮は日本
海各地の定置網の流出被害を引き起こしてきました。 
○急潮被害を未然に防ぐため、日本海各県の水産試験場・漁協・九州
大学・水産研究所と共同で1週間後までの潮流を予測するシステムを開
発し、今月末からホームページで潮流予測モデルを公開することがで
きるようになりました。このシステムにより、定置網被害の大幅な低
減、出漁判断、休漁期間の減少が期待されます。 
詳しくは来月号で皆様にご報告いたします。       
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記録型潮流計    

２月上旬の
水塊配置と
対馬暖流 

１ 発表内容 

（１）キジハタ市場動向（栽培セ：太田主任研究員） 

（２）キジハタ種苗生産技術（栽培協：松岡技師） 

（３）キジハタ種苗放流試験（栽培セ：野々村研究員） 

（４）キジハタ事業放流に向けてのステップアップ方針

（水産課：渡辺係長） 

２ その他 

 資源管理や事業放流に向けての意見交換 

みんなで協力して放流事業を成功
させましょう！ご来所をお待ちして
おります。 

栽培漁業センター 

第５回キジハタ（あこう）勉強会を開催します！ 

 キジハタ資源を増やし、より多く漁獲できるよう、３月４日

（水）午後１時～３時に栽培漁業センターにて、キジハタ勉

強会を開催します。 

 今年度の種苗生産（稚魚をつくり、育てること）や放流試

験をはじめ、資源状況や来年からの事業や試験について、

ご報告します。参加は無料です。是非、お集まりください。 

昨年の勉強会の様子 

昨年の発表の様子 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

★水産課からのお知らせ★  

 ■今月の漁業許可証更新情報  

 平成27年3月31日までに許可の更新が必要な漁業種類は以下のとおり 

   ・・・固定式刺網一重網（中海・境水道を除く）、自家用餌料びき網、潜水器 

 ■遊漁船登録業者の皆様へ 
 遊漁船登録に保険期間等の変更があった時は、変更申請をお忘れなく 

 漁村の活動や自主取組の輪を広げるとともに、調査及び研究の成果の幅広い
普及を図るため、鳥取県水産研究・実践活動報告会を下記のとおり開催します。 

【開催日時】 平成２７年３月１３日（金）午後２時３０分～４時３０分頃 
【場   所】 新日本海新聞社 中部本社ホール 
          （倉吉市上井町1-156 倉吉駅から徒歩約6分） 

  【発表課題（予定）】 

  ■鳥取県産魚介類のおいしさとブランド化 
  ■農村×漁村コラボで新商品を売り出そう！ 
  ～田後のお母ちゃんたちが”魚の粕漬け”にチャレンジ～ 
  ■大好評の新ブランド『赤碕船上活〆釣サワラ』への取組       
  ■有害赤潮の発生と防除の取組 
  ■<先進地視察>「新鮮田布施」の取組（JF山口田布施支店）  
  ■キジハタ事業放流に向けての取組 
  ■鳥取県のつくり育てる漁業の針路          
  

（申込・問合せ先：水産課  電話：0857－26－7313） 

鳥取県水産研究・実践活動報告会にご参加ください！ 

参加無料！事前申込に御協力ください。 

平成２６年度第二回境港地区漁海況連絡会議のご案内 

 

●日時：平成２７年３月１９日（木） 午後１時３０分～３時３０分 

●場所：みさき会館大会議室（境港市昭和町１番地先） 
●議題：海洋環境、浮魚、底魚の漁海況予報 

●特別講演：「生殖腺調査からみた日本周辺におけるクロマグロの産卵状況」 
  （独）水産総合研究センタ－国際水産研究所 大河内 優美 研究員 


